
​長崎県公立高校入試徹底分析【社会】​
​【形式・難易度】​

​試験時間​ ​50分​ ​配点​ ​100点​

​問題構成​

​大問５題構成（歴史１題、地理２題、公民１題、融合問題１題）。​
​歴史は古代から現代までで25点。昨年より大問数減少（２題→１題）​
​地理は日本地理の大問で15点、 世界地理の大問で19点の計34点。​
​公民は政治分野、経済分野の出題で26点。昨年より大問数減少（２題→１題）​
​融合問題（歴史・公民）が追加された。2011年度以来の大問数の変化である。​

​令和7年度（2025）​ ​令和6年度（2024）​ ​令和5年度（2023）​ ​令和4年度（2022）​ ​令和3年度（2021）​

​問題量（A4で）​ ​９ページ分​ ​８ページ分​ ​８ページ分​ ​８ページ分​ ​８ページ分​

​小問数​ ​30問​ ​43問​ ​42問​ ​39問​ ​40問​

​論述問題の数​ ​８問​ ​８問​ ​６問​ ​５問​ ​６問​

​論述問題配点​ ​25点​ ​23点​ ​19点​ ​16点​ ​21点​

​【出題の傾向と対策】​
​① 歴史では、資料を参考とした論述問題が出題されるため、内容まで説明できるようにしておく。​

​②　年表中のある期間におきた出来事に関する問題がよく出題されるので、出来事の前後関係やどの時代に　​
​　起きた出来事か整理して覚えておく。（今年度の出題はないが、15年連続で出題されていた）​
​③​ ​歴​​史​​で​​は、​​日​​本​​の​​出​​来​​事​​だ​​け​​で​​は​​な​​く、​​海​​外​​の​​出​​来​​事​​も​​出​​題​​さ​​れ​​る。​​特​​に​​中​​世​​以​​降​​の​​出​​題​​が​​多​​い​​た​​め、​​内​

​容をしっかり確認しておく。​
​④　日本地理では、地形図から読み取れる内容について問う問題が毎年出題されているため、地図記号や縮​

​尺・方位などを把握し、地形図を正しく読み取れるかどうかが鍵となる。​



​⑤　説明文から都道府県を考えさせ、その県庁所在地を漢字指定で答えさせる問題が、毎年出題されている。​
​どこの県庁所在地が出題されても大丈夫なように漢字で書けるかを確認しておくこととともに、各都道府県​
​の特徴も理解しておくこと。​

​⑥　地理（日本地理・世界地理）では、資料をもとに、論述する問題が多い。そのため、資料を丁寧に読み​
​取って、記述する練習が必要である。​

​⑦　公民分野の論述では、仕組みについての知識を前提とした論述問題にも慣れておこう。​

​⑧​ ​論​​述​​問​​題​​は、​​答​​え​​を​​書​​く​​前​​に​​聞​​か​​れ​​て​​い​​る​​こ​​と、​​使​​わ​​な​​い​​と​​い​​け​​な​​い​​資​​料・​​語​​句、​​文​​末​​表​​現​​な​​ど​​を​​確​​認​​し​
​　てから書き始めよう。​

​⑨​​　​​各分野の正誤問題が入試で聞かれることが多いため、語句をそのまま覚えるのではなく、意味や内容も​
​　覚えておくこと。自分の言葉で説明できるようにしよう。​


